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寒露

 今⽇は寒露。⼆⼗四節気の第１７節⽬で、この季節には菊の花が盛んに咲きだし、果
実の実が落ち始め、コウロギなどの⾍のすごもりが盛んになり、冷たい露が草花に降り
始める。秋もすっかり深まる頃になりましたよ、というお知らせです。
 露は、空気中の⽔蒸気が夜の冷え込みで凝結し、⽔滴となって草⽊や地表⾯に付くも
の。夏の湿り気が残っているうえに夜が⻑くなり、冷え込みが強まることで露が結ぶよ
うになります。
 このように、露は「結ぶ」といい、ほかにも「宿る」「降りる」「散る」などと表しま
す。「はかないもの」として捉えられる露ですが、露につづく⾔葉ひとつで、露に喩え
られたものへの、敬虔な思いを知るようで、嬉しくなります。
 あらためて⽇本語とは奥が深く、美しい⾔語であると気づかされました。いつまでも
⼤切に使い、伝えてゆきたいですね。今⽇もいちりんあなたにどうぞ。
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商品はネットショップで
ご注⽂いただけます。

⽇本を原産とする、秋の⼭野草を代表
するお花です。多くは岩⼿県をはじめ
とする東北で⽣産されています。濃い
⻘のほか、紫や⽩、淡いピンクなど⾊
も様々。ご近所のお花屋さんでも、探
してみてくださいね。

今⽇の花「リンドウ」

花を⼿に取るとき、
そして実際それを⾒るとき、
その瞬間はあなただけの世界です。
私はその世界を、
誰にもあたえたいと思います。
町中の⼈はほとんど忙しすぎて、
花さえ⾒る時間がありません。
私は彼らが望もうと望まないと、
花を⾒て欲しいのです。
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「あなたの悲しみに寄り添う」「誠実」
「正義」

花⾔葉


